
いなべ市新型インフルエンザ等対策行動計画の概要 

 

１ 行動計画の位置付け 

  新型インフルエンザは、毎年流行している季節性のインフルエンザとは異 

 なり、ほとんどの人がウイルスに対する免疫（抵抗力）を持っていません。 

  このため、一度発生すると感染は急速に拡大し、世界的大流行（パンデミ 

 ック）となり大きな健康被害とこれに伴う社会的影響をもたらすことが懸念 

 されています。 

  このような新型インフルエンザ等の発生を阻止することや、発生の時期を 

 正確に予測することは現在の科学技術では困難です。また、発生すると短期 

 間でパンデミックを引き起こすおそれがあることを考えると、発生前から地 

 域での感染（まん延）を想定した具体的な対策を進めておくことが重要です。 

  いなべ市新型インフルエンザ等対策行動計画は、平成 25 年４月に施行され 

 た新型インフルエンザ等対策特別措置法（以下「特措法」という。）に基づく 

 ものです。特措法では、新型インフルエンザと同様の危険性がある新感染症 

 も対象としているため、名称に「等」を加え、「いなべ市新型インフルエンザ 

 等対策行動計画（以下「市行動計画」という。）」としました。市行動計画に 

 は、市の新型インフルエンザ等対策の基本方針や、未発生期から小康期に至 

 る各段階の具体的な対策を示すとともに、指定地方公共機関（特措法第２条 

 第１項第７号に定める機関）や特定接種、住民への予防接種、緊急事態宣言 

 時の対応などの内容を盛り込んでいます。 

 

２ 計画の概要 

 （１）対策の基本的な方針 

   ・感染拡大を可能な限り抑制し、市民の生命及び健康を保護します。 

   ・市民生活及び市民経済に及ぼす影響が最小となるようにします。 

 （２）計画案の構成 

   第１ はじめに 

   第２ 新型インフルエンザ等対策の実施に関する基本的な方針 

      対策の目的及び基本的な戦略・考え方、被害想定、対策実施上の 

     留意点など。 

   第３ 各段階における対策 

      新型インフルエンザ等の発生段階に応じて、「実施体制」、「情報提 

     供及び共有」、「予防及びまん延防止」、「市民生活及び市民経済の安 

     定の確保」といった主要項目に沿った対策を規定。 
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